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令和の愛宕っ子、ＡＩの進化、昭和の子ども、関わる私たち
校長 北島 裕二

５月に晴天の下で運動会を終え、６月１９日には少し暑い中でしたが遠足を無事終えるこ
とができました。気が付けば夏至が過ぎ、例年よりも暑さの到来が早く感じる今日この頃で
す。愛宕小では、休み時間にはたくさんの子どもたちが、グラウンドでサッカーやドッジボ
ールをしたり、鉄棒を使ったり、長いうんていや大きな登り棒（どの遊具も、私のこれまで
の教職人生でもっとも大きなものばかりです。愛宕小、すばらしい！）などで夢中になって
遊ぶ姿が見られます。今は、熱中症にかかる危険性に十分注意しながらの見守りを行ってい
ますが、愛宕っ子は体全身を使って仲間と一緒に楽しむ子が多いと感じ、うれしくなります。
それは、３０年前の子どもたちと何ら変わらない姿のように感じます。

世の中は、この３０年の間に大きく変わり、昔とは比較にならないくらい変化の激しい時
代になりました。ＩＣＴの進化は驚くほどで、教職員の業務も恩恵を大いに受けているとこ
ろです。一方で、技術の進化により人手を必要としなくなった仕事も数多くあるようです。
今後、ＡＩの進化によって更に多くの仕事が人手を必要としなくなる予測もあります。今の
小学生が社会の主役となる２０年後、３０年後は一体どんな世の中になっているのか想像す
るのも難しいほどです。でも、そこには愛宕っ子だった一人一人が、愛宕小の経験やその後
の経験も生かして、存分に活躍する世の中であってほしいと願わずにはいられません。

今後、社会環境は更に変化していくと思われますが、それに対して人間は生物学的に急激
な進化を遂げることはないようです。人類は何十万年、何百万年という時間とともに少しず
つ進化してきたようです。この２１世紀においても、私たちの体には原始時代に狩猟生活を
行っていた頃の名残が随所にあるようで、運動不足や睡眠不足、栄養バランスの偏り、視力
が低下しやすいなどの環境に対し、ほとんど適応できていないのが実態のようです。そんな
状況において「子どもたちが昭和の子のように元気に駆け回る」ことは、心身が持つ本来の
可能性を大いに引き上げてくれるのではないかと期待が高まります。

もちろん、昭和の子のように遊び合う中で「嫌なことをされた」「意地悪された」など、
トラブルは昔も今もたくさんあります。私たちは過去を美化することなく、令和の今こそ意
識する丁寧な対応で、子どもたちが学校生活で「納得しながら」元気に過ごせるよう支える
必要があると考えます。子どもたちは一人一人が個性ある存在で、同じ子は一人としておら
ず、生き方に「決まったパターン」はありません。それでも、工夫や努力でみんなが「気持
ちよく」生活することはできるはずです。その重要なことの一つに「相手意識」があります。
１年生であっても、自分のことしか考えない行動は周りの子が不快に思ったり疑問を感じた
りします。逆に、相手の気持ちを考えた優しい行動は相手の感謝や周囲の尊敬を生み、その
子は信頼されます。このような考えは１年生にとって難しそうです。では、行動の違いはど
こから来るのか…、ひょっとすると、その子は信頼する大人の行動を理解し、真似している
だけかもしれません。逆に、相手を強い言葉で非難する子も、近い大人が自分に放つ表現を
真似しているだけ…かもしれません。教師を含め、私たち大人の言動は、そのまま子どもが
社会で使うべき言動のモデルでありたいものです。とはいえ私たちは神様ではなく、常に理
想の言動というのは難しいです。私が過ちを犯し、子どもが見抜いたとき、私にできること
は「謝ること」「過ちを説明すること」「本来どうあるべきか説明すること」だと考えます。

先日、知り合いが自分の赤ちゃんを連れてきました。１歳に満たないその子は、私が話し
かけると注目し、褒めると微笑みを浮かべました。まだ話せなくても、様々なことを理解し
ているのです。子どもの持つ「吸収力」を意識して接することの大切さを痛感しました。



６月１９日（木）は１年生から４年生までの
遠足の日でした。朝から快晴となり、気温の上
昇が心配されましたが、青空の下、どの学年も

元気いっぱいに目的地まで歩くことができました。到着後は、公
園の遊具や事前に考えていたゲームで遊び、
屋外での活動を存分に楽しみました。保護
者の皆様、お弁当の準備や暑さ対策等にご
協力いただきありがとうございました。

６月２５日（水）、旭川市防災安全部交通防犯課による３・４
年生を対象とした「自転車教室」を実施しました。安全な自転
車の乗り方や交通ルールについて、体育館に

設置された模擬道路を使って説明していただきました。ヘルメ
ットの着用については「努力義務」となっていますが、市内中
学校では義務化を進めているそうです。ご家庭におかれまして
は、ヘルメット着用についてご検討をお願いいたします。

毎年、全国の小学５年生を対象に「全国体力・運動能力、運動
習慣等調査」が実施されていますが、愛宕小学校では、３年生以
上の児童を対象に体力テストを行っています。テスト実施前には

「実施に当たっての指導ポイント」について、体育専科教員を講師としたミニ研
修を行い、子どもたちがもてる力を十分に発揮できるよう取り組んでいます。

今月１６日（月）
から水泳学習が始ま
りました。今年も放

課後と夏休み中に、プール開放を行
います。授業以外にもたくさん利用
し、夏ならではの運動に親しんでほ
しいと思います。なお、プール清掃
は今年も６年生が行いました。おか
げで、みんなが
気持ちよくプー
ルを利用するこ
とができます。

１４日（月）宿泊研修結団式（５年）
１日（火）交通安全街頭指導③ １５日（火）宿泊研修１日目（５年）
２日（水）朝会③ 委員会④ 諸費振替日
３日（木）参観日（低） １６日（水）宿泊研修２日目（５年）
４日（金）参観日（高） 百寿大学交流会（３年）
８日（火）避難訓練（不審者） １７日（木）回復休業日（５年）
９日（水）クラブ③ ２３日（水）１学期終業式
１０日（木）ペア割班活動 ２４日（木）夏季休業開始（～８/２５）

旭川市では生
命を大切にする
ことや互いの人

権や人格を尊重することなどについて、児
童生徒、保護者、教職員が一体となって学
ぶことができるよう、人権教育プログラム
を推進しています。６月２５日（水）には、
本校を会場として東部ブロックの小学校４
校の教職員と保護者が参加し、「ＣＡＰあ
さひかわ」という団体によるおとなのワー
クショップを開催いたしました。今後、３
年生を対象とした「人権教育プログラム」
を実施します。

暑さ対策として設置が進められているエアコンの工事が終了
し、今月中旬より運用を開始しています。これにより、安心・
快適な環境で学習できるようになりました。


